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W13a スペース重力波アンテナDECIGO計画（２）
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重力波検出を目的とした地上検出器の建設・開発と平行して、日本でもスペース重力波アンテナ DECIGO
（Decihertz Interferometer Gravitational-Wave Observatory）の検討が行なわれている。DECIGO計画とは 5～
50万 km離れた 3つの衛星間の距離の変動をレーザー干渉計を用いて精密に測定することにより、10mHz～数Hz
程度のゆっくりとした重力波信号の検出を目指すものであり、ちょうど地上干渉計とNASA・ESAによる LISA
計画がそれぞれ狙う周波数帯の狭間をカバーするものである。DECIGO計画の目的は、連星からの重力波の検
出、宇宙初期からの重力波の検出、遠くの中性子星連星からの重力波の観測による宇宙膨張加速度の測定などで
あり、その特徴は、0.1Hz以上では白色矮星連星からの重力波雑音が存在しないため、超高感度が実現できる可
能性があることである。この超高感度の実現に不可欠な技術である、ヘテロダイン位置計測システム及び超過少
力計測システムの開発が始まりつつあり、これらの概念や進行状況についても簡単に紹介する。


